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酉公 ■プレ ー パ ー

クは ､ 助成事兼及び ､ たくさん の 人からのカン パ でヰt されてい ます｡

子どもたちが い きいきと遭 べ る鴨叫所 づくりをF 的に ､ 蝿 壌に 住む 人 ､ 社 会 人 ､ 攣生 などたくさん の 人 が協力して

プレ ー / く- クを支 えて います｡ r 日★ にある千どもの 遮び ■を▲ん 中に した貴■ホJ として西 公■ にあり練けて ､ 撫

18 復興 の t 中で 立ち上 がろうとしてい る人 1 へ の 支柵毛これ からも絨けて い き≠す｡
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☆平日は､ 雨の∈=まお休み します｡
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時 間 がたち ､ こわ出 てL き,丁｡ もの

もあちの でこ 和 郎 ､丁て
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私は土 日の プレ ー パ ー クにず っ といます｡ もくも<

と土を触 っ ていたり､ 2 歳の息子 とぶらぶら して いま

す｡

プレ ー

/ ト クでは何をやるかを決めるのは子とも

自身で あっ てほ しい と患 っ て いるので､ 私か ら ｢ 0 0

やろう｣ と声をかけ ることはありません ｡ でも実は､

子 どもがあれやっ ている ､ 何か動き始め たというこ と

に は興味津々で す｡

子どもの 邑がきらりと光っ たり､ 姿勢が前のめりにな

っ てい る瞬間に出会っ たときは､ 大 きな幸せ を感 じま

す｡ たとえ何かがうま< いかな< て も､ 大きな危険が

ないよ うだ っ たら声をかけません ｡

そうい う楽 しみのなかで子 どもが自分で失敗をする こ

とっ て大切なことだと思うんで す｡

眺め ていると､ ｢ あい つ ､ 前よ りうまくな っ ている｣

と思うことがあっ て ､
一

人で ニ ヤリ としています｡

私は､ 子どもたちが自分からやっ てみたいと思 う何

かを､ プレ ー / ト クの中で も っ とも っ と増やすことが

できた らい いなあと思 っ ています｡
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